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終わりに
はじめに
日本の表具史において,鎌 倉時代は重要な転換期 とされている1。それは,中国から伝来 し
た禅宗 とともに宋時代の表具を備えた絵画が日本に伝えられたことによる。鎌倉時代以前の日
本にあった仏画などの表具に宋時代の表具が影響 し,融和することによって新 しい様式が成立
したのである。
しかし,表具そのものの形式の分析,ま た形式に込められた意味についての研究はほとんど
ない。 これは,い うまでもな く史料の制約によるものと思われる。現存する当時の表具が極端
に少ないことから,中国と日本の表具 との関わりについて言及されたものはほとんどない。そ
のため,日本における表具についての議論は,日本独 自の様式展開に集中して進められている
のが現状である。 したがって,た とえ日中交流による重要な転換期 と位置づけられていても,
その形式や日中交流によってもたらされた意味は明らかにされていないのである。転換期といっ
た論議を踏まえるならば,中世の足利将軍家の主導によって大きく展開する座敷飾 りは日本在
来の表具のなかでどのように位置つけられるのか,ま た仏教に関わる在来の表具が依然主な表
具形式であったならば,新渡来 した表具形式はそのなかでどういった割役を担 うものであった
のかが明 らかにされなければならない。
日本と中国の表具史に関する従来の研究状況は,そ れぞれが自国の史料だけに立脚 しており,
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相互に関連づけて考察されることはなかった。幅広く東アジア三国の関係を視野にいれて,日 ・
中 ・韓三国の表具史料を総合的に考察 し,理解することによって,日 本の表具史研究は新 しい
局面を迎えることができると考え られる。
本論では,牧 渓筆 「観音猿鶴図」(京都 ・大徳寺蔵)の 三幅対を取 り上げ,日 ・中 ・韓の表
具について,そ れぞれの特徴,用 途,機能を比較検討 していくこととする。それによって,中
世の足利将軍家における表具 「御絵三幅対」の持つ意味について考えてみたい。
一 「御絵三幅対」の表具形式
本論で扱 う 「御絵三幅対」とは,中世足利将軍家の財宝 としての 「御物」を代表する唐絵掛
軸を指す2。「御絵三幅対」は,絵画の掛軸が三幅並ぶことによって一対を成すもので,中 幅を
本尊,右 左幅を脇絵 とする形式をとるものである3。この形式の起源は,中 国道釈画の三尊像
形式にある。 日本における三尊像の形式は,鎌倉以前の浄土宗の仏画にうかがうことができ
る4。中国絵画が唐物として伝来 された鎌倉時代以降 この三幅対 という形式は,鑑賞方法と
して取 り入れられた。 日本では,足利将軍家の室礼の規式 として,本尊は道釈画,左 右の脇絵
は動植物あるいは山水を配する形式が定着 したことから,中国絵画の鑑賞方法 として確立 して
いった5。
ここでは,ま ず,現在の日本において一般的な表具形式の専門用語を簡単に説明し,そ して,
足利将軍家における 「御絵三幅対」の表具形式の基本的な特徴を把握 していきたい。
(1)日本 における表具の基本形式
現在,一 般的に用いられている代表的な掛軸表具の基本形式は,「仏画表具」【図1】,「三段
表具」【図2】,「文人表具」【図3】 の三種である6。
「仏画表具」では,表 具裂が本紙の周囲を取 り巻いていることから,総縁 と称されている。
本紙 と総縁の間を囲んでいるものは,中廻 しと称され,総縁と中廻 しにはそれぞれの位置によっ
て天 ・地(上 ・下),柱(左右)と よばれる。総縁の上に掛けられているのは,風帯である。
一つの表具で用いられる表具裂は,総縁で一種類 中廻 しと風帯 は同 じ種類のもので,合 わせ
て二種類となる。
「三段表具」は,本紙を真ん中として,そ の上下部分が分断されている。天地 と本紙の間を
囲んでいるものは,中 縁と称され,中 縁 も位置によって天 ・地(上 ・下),柱(左右)と 呼ば
れる。一文字は本紙のす ぐ上下に付けられ,風帯は天の上に掛けられている。表具裂は,天地
の部分,中 縁 一文字にそれぞれ違 う三種類が用いられている。 このように,三種類の表具裂
を取 り合わせることか ら 「三段表具」 と呼ばれている。
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「文人表具」は総縁が本紙の周囲を取 り巻いているものの,表 具裂は緞子を中心 として限定
されている。基本的に風帯は付けられない。
② 表具三体について
日本の表具形式において,茶道の飾 り付けは重要である。茶道 にみられる表装三体は,足利
将軍家における書院飾 りに基づ くものである。表具の様式 として真を榱楕 【図4】,行を幢楕
【図5】,草を輪楷 【図6】 とす る7。『石州表具寸法書』の表具における真 ・行 ・草の三体 と
は,能阿弥の口伝 と相阿弥の図によって定められたと伝えられている8。能阿弥,芸 阿弥,相
阿弥の父祖三代は足利将軍家に使える同朋衆である9。彼等は,東 山殿足利義政に近侍 し,足
利将軍家代々が守 ってきた唐物の管理や鑑識にあった人々である。足利将軍家における種々の
唐物を取 り合わせて飾る書院飾 りや座敷飾 り方式は,将軍家の同朋衆によって考案されたと思
われる。
表装三体は榱楕,幢 楕,輪 楷の内に真 ・行 ・草の三体の形式を持ち,榱楷と幢楕はそれぞれ
真 ・行 ・草に,輪楕は真がなく行 ・草に分 けられている1°。表示す ると,以下のような八式 と
なる。
真
榱楕(真) 行(仏 画表具)
草
真
表装三体 幢楕(行) 行(三 段表具)
草(二 段表具)
行
輪楷(草) 草
現在,一 般的に使用 している基本的な掛け軸の表具形式と表装三体を合わせて見ると,「仏
画表具」を真の 「榱楕」,「三段表具」を行の 「幢楕」 とするように定型化が進んでいるといえ
る。「文人表具」は,も ちろん現在でも茶道の飾 り道具に用いられているが,上記の真,行,
草三体とはまた別の系統 と思われる。これ らの異同は,日本における表具史の分期に反映 して
いる。従来の表具史研究によると,日本の表具史には三つの転換期が挙げられる11。第一には,
写経及び佛画渡来の奈良,平安時代であり,第二には,禅宗頂相及び法語,尺 牘渡来の鎌倉時
代,及 び日明貿易の唐物渡来の室町時代である。そして,第三には,黄檗煎茶文化の中国文人
趣味渡来の江戸時代である。 この分期に沿 って見ると,真行草の表装三体は鎌倉期か ら室町期
に成立 した形式であって,「文人表具」はその後の江戸期に入ってきたものと考えられる。
上記のように,日本の表具形式の系統は,中国の表具形式の変化に合わせたものなのかにつ
いて検討の余地があろう。例えば,鎌倉時代に請来されて初め鎌倉寿幅寺の什宝であったと伝
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えられている南宋時代(12世紀後期)に 作 られた 「五百羅漢図」(大徳寺蔵)【図7】 がある12。
その中に,掛 け軸装の観音図を羅漢が広げて鑑賞 している様子が描かれている。 さらに,元 時
代 と伝え られている(13世紀)任 仁発筆の 「琴棋書画図」(東京国立博物館蔵)【図8】 にも,
龍図を鑑賞する人物が描かれている。これらの画中画に見 られる表具形式は,前述 した表装三
体と類似 し,興味深い。
以上,中 世から現在までの表具形式の動向を概観すると,日本の表具形式は,中 国の宋時代
の表具形式から強い影響を受けたという事実が明らかとなる。受容との関わりでいえば,足利
将軍家の唐絵コレクションになった 「御絵三幅対」の表具形式のあり方と中国の宋時代の表具
形式の関係が重要な問題となって くる。
それでは,次 に足利将軍家における 「御絵三幅対」の表具を検討するにあたって,そ の形式
において,ど のような様相が見 られるのかを明らかにしていきたい。
㈲ 厂御絵三幅対」の表具形式
足利将軍家における 「御絵三幅対」の現存する実例として,京都 ・大徳寺所蔵牧渓 「観音猿
鶴図」【図9】 があげられる。室町時代の日記等の記録か ら,牧渓の絵画は最 も尊重され,需
要が多か ったことが知 られる13。足利将軍家における牧渓 「観音猿鶴図」の存在は,『御物御
画目録』 に記録されている。『御物御画目録』とは,足利将軍家が所蔵 していた絵画,主 に中
国から渡来 した宋元画の目録である。絹 ・紙 ・大 ・四幅 ・紙横 ・二幅 ・独幅 ・小二幅 ・四幅と,
材質 ・形態の別に絵画九十点,総 幅数二百八十幅の名称と作者名を載せている。奥付に 「右目
録者従 鹿苑院殿(義 満の院号)已来御物,御 絵注文也。能阿弥撰之。東山殿同朋相阿弥之真
蹟也。筆蹟関主古筆氏了仲」とある14。そのうち 「大の部」に 「観音 脇猿鶴 牧渓」 と記さ
れている。大徳寺所蔵牧渓 「観音猿鶴図」の大きさか ら見ると,現存する牧渓作品の中でm
大きいと思われる。 また,観 音図に 「天山」印,猿 ・鶴図に各 「道有」印が捺されている。
「天山」,「道有」は足利義満(1358-1408)の鑑蔵印であることから義満の治世には,す でに
足利将軍家の御物になっていたことが明らかである。
「観音猿鶴図」を表具形式の上から分析すると二つの特徴があげられる。
第一には,中 幅の本尊は仏画表具,両 脇幅は三段表具がなされていることである。「小河御
所并東山殿御餝記』(大永三年 ・1523・徳川美術館蔵)に 描かれた挿画 厂御絵三幅一対」【図
10】15にみ られるように,当時の表具形式とほぼ一致 していると思われる。「小河御所并東山殿
御餝記』に 「御絵三幅一対」の表具形式は,「左脇 ・本尊 ・右脇」と並べ られ,挿画の上の部
分は描いていないが,「絵の掛様の事……風袋分程掛けおろし……」16という記述によって 「御
絵三幅対」の形式は風袋をつけていることが推定できる。 このようにみると,「御絵三幅一対」
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の表具は両脇が 「三段表具」,本尊が 「仏画表具」であるとしてよいだろう。
第二には,三幅の表装裂は全て金襴を使 う 「總金襴」表具であることが指摘できる。表具裂
の取 り合わせは,右幅左幅の三段表具は,も ちろん一対で同じであるが,中 幅の仏表具では,
三段表具の上下中縁 とは逆に,三段表具上下の裂を中廻 りに使用し,中縁の裂は総廻 りに使っ
て三連幅としての一体感をみせる。 しかも,上下 または中縁に,金地金襴を使用 したいわゆる
総金襴表具という取 り合わせとなる。
④ 画中画における表具形式の考察
ここでは,「御絵三幅対」の表具形式が成立する前の表具形式がどのようなものであったの
かについてまとめておきたい。平安時代から鎌倉時代までの掛物表具は,宗教画それも仏教修
法に使われる仏画に限られていたようである。その時代に掛軸が使用されていたことはい くつ
かの画中画より明らかである。以下,そ れについてのいくつかの事例をあげてみることとする。
1.原本は十二世紀後半に成立 したと考えられる 『年中行事絵巻』には,後七 日の御修法の
様子が描かれている場面がある 【図11】。画中には,正面に五大尊の仏画,右 左には金剛
界曼荼羅 ・胎蔵界曼荼羅が掛けられている。掛幅本紙の上下には表装裂と軸木がついてい
るように見える。
2.同 じ十二世紀後半に成立 したとされる 『餓鬼草紙』曹源寺本第二段には,寺の塀に沿 っ
て仏画を売っている店が描かれている場面がある 【図12】。その中では,簡単なものは本
紙の上に表木を通 し右左より少 し出た部分 に紐をわた して吊られ,はためいている。唐草
文が描かれている表具裂には,軸先がつけられている。大きい掛物二幅は,本尊画と見ら
れる。表具形式については,本紙の右左には柱もな く,上下のみ表具裂がついている。
3.『鳥獣戯画』丁巻には,甲巻の蛙の本尊を拝む猿の僧正の図を意識 してか,蛙 の骸骨を
本尊とし,本紙に上下のみついた掛軸を前 に法養を営む導師が描かれている 【図13】。十
三世紀中頃の成立 と考えられる丁巻は戯画であるが,当 時の掛軸の体裁を表 したものと考
えられる。
4.「法然上人絵伝」(徳治二年から十二年まで,1307-1317)17の画中画に見られる表具は,
同じ色柄の表具裂が本紙の周 りに施された仏画表具形式である 【図14】。
以上,検 討の結果,平安時代から鎌倉時代における主な掛軸の表具形式は二種類あげられる。
一つめは,本紙の右左 には柱がなく,表具裂は上下のみがついている形式である。そ して,二
つめは,本紙の周りに付けまわされる形式である。
次に,足利将軍家における 「御絵三幅対」と鎌倉期に現れた 「三幅対」の表具形式について
述べていきたい。鎌倉時代以降 中国か ら禅宗の伝来 とともに唐絵や唐物類 としてもたらされ
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たこれ らの絵画は,「三幅対」 として組み合わされ,公 家,武 家の上層の人々の間に広がって
いった。 この状況は当時の文献資料か らうかがい知ることができる(以下の表を参照)。
延文四年(1359) 「園太暦」 本尊観音,脇 絵山水の唐絵三幅一対
正平十六年(1361) 「太平記」巻三十七「新将軍京落事」 本尊 ・脇絵
貞治二年(1363) 「仏日庵公物 目録』 観音を本尊として両脇は牧渓の樹頭雉一対
これ らの時期 は,足利義満(1358-1408)の北山殿落成(1398)の約三十年前である。「三
幅対」の飾 りの習慣については,応 永15年(1408)に義満が小松天皇の行幸を迎えて 「三幅
対」を室礼 として掛けたことが 「北山殿行幸記」 に記載されている。
鎌倉期の 「三幅対」の表具形式については,絵巻に現われた画中画からうかがい知ることが
できる。その中で,最 も代表的な絵巻は 「慕帰絵」(観応二年,1351,西本願寺蔵)で ある。
第五巻では,柿 本人麿の画像 と竹梅の三幅対が直接壁 に掛 けられた形で描かれている 【図
15】18。その表具形式は,前 述 した 「法然上人絵伝」の画中画に見 られる表具と同様に同 じ色
柄の表具裂が本紙の周 りに付けている仏画表具の形式であった。中幅の本尊が従来どおりの仏
画表具であるが,両脇の対幅も竹梅 というモチーフであ りながら仏画表具形式によって表装さ
れている。つまり鎌倉期の三幅対の表具形式は,仏 画表具の流れの中に位置付けられるのであ
る。
この仏画表具の形式は,一 つの表装形式としてかなり広がっている。15世紀の 「祭礼草紙」
の中にもその事例のひとつがみ られ る 【図16】19。ところが時代が下 ると新 しい表具形式が見
られるようになった。1520年と推定された 「酒飯論」2°には,画 中画として山水対幅が描かれ
ているが,こ こで注 目すべき点は,こ の対幅が従来の仏表具の上下にもう一段裂を付け,いわ
ゆる 「三段表具」 として描かれていることである 【図17】。 このような表具形式は,1523年の
『小河御所並東山殿御餝記』(徳川美術館蔵)に 描かれた挿画 「御絵三幅一対」の左右両脇の表
具形式とまった く同 じである。以上より,足利将軍家における 「観音猿鶴図」のような 「御絵
三幅対」の表具形式は,従来の仏画表具か ら新たな三段表具に展開していくまでの転換期とし
て位置づけることができよう。
二 「御絵三幅対」に関わる東アジア表具資料の検討
前章の分析から,足利将軍家における 「御絵三幅対」の表具形式は,鎌倉時代以前の在来仏
画表具か ら展開した形式ではないことが明らかとなった。 このことから,「御絵三幅対」 の表
具 は新たに伝来 した形式を示 しているものと考えるべきであろう。この仮説を論証するには,
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日本の鎌倉 ・室町期に唐絵の伝来に関する中国および韓国の表具資料を検討 しなければならな
いo
日本の表具史の先行研究では,中世における日本の表具は中国宋時代に成立 した表装の影響
が強いと指摘されているが,そ の詳細について具体的な言及はなされていなかった。そのため,
本論では特に足利将軍家における中国絵画コレクションを収録 した 『御物御画目録』にみられ
る表具形式を南宋高宗御府所蔵書画の分類及び表具形式を記録 した'『紹興御府書画式』にみら
れる表具形式と比較 して分析する。
1365年に出版された夏文彦の 「図絵宝鑑』に収録された一部か らzi,『紹興御府書画式』は,
義満(1358-1408)の将軍在職時代(1368-1394)には日本に伝来 していた可能性が指摘され
ている22。『紹興御府書画式』 は,南宋宮廷所蔵書画の表装定式を公表す る目的の もとに著作
されたものであり,当時の中国表具に関する最新の情報であった。 これが収録された夏文彦の
『図絵宝鑑』は,元 時代 に強い影響力を持 った著作であることが知 られている。 この 『図絵宝
鑑』は日本に伝来 して,禅 林において中国絵画を認識するための重要な手引となった。つまり,
足利将軍家が中国絵画コレクションを形成 した際,す でに 「紹興御府書画式』の存在は広 く知
られていたと考えてよい。すなわち,『御物御画目録』に現れた表具形式に中国表具がいかな
る影響を与えたかを考察する上で,「紹興御府書画式』は最も妥当な比較対象となるのである。
『御物御画目録』と 『紹興御府書画式』の比較
御物御画 目録
(谷信一説:三 幅対を主とするを理解すれば)
紹興御府書画式
「諸画装褫尺寸定式」 元代画塑記
大
画
絹(三 幅対の中庸大の作品) 大整幅 四幅
紙(三 幅対の中庸大の作品) 小全幅 三幅
大(三 幅対の大画) 一幅半 双幅
中
画
四幅(三幅対の数を上げて) 双幅 単幅
紙横(八 幅対の別稱に他ならない) 両幅半 手巻
二幅(二幅対) 三幅
独幅 四幅
小
画
小二幅 横巻
四幅(小画の四幅対) 碑刻横巻
『御物御画 目録』と 『紹興御府書画式』を比較 して見れば,表具形式において画幅を数える
方法は,両方 ともにみ られる。 しかし,その分類に注目すると,『御物御画 目録』では 「本紙
の大 きさ」で項目別が立てられていたのに対 し,『紹興御府書画式』は 「本紙の枚数」を中心
にしたものであることがわかる。『御物御画目録』の記載法は,谷信一氏によると九項 目に整
理 されている23。それは絹,紙,大,四 幅,紙 横,二 幅,独 幅,小二幅,四 幅の九つである。
画幅の大きさでは,大,中,小 と三種類に区分されている。いずれも,三幅対の作品を主眼と
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する。谷信一氏によると,その分類は,「自ら一貫 した一つの分類態度による項 目別であるこ
とが見取せられる」24のであり,室町時代中国絵画の鑑賞においては,「実用的ということが作
品の価値決定重要な一条件をな している」25。
さて,「紹興御府書画式』にみられる表具形式は,大整幅,小全幅,一 幅半,双 幅,両 幅半,
三幅,四 幅,横 巻,碑 刻横巻など九項 目となる。そのうち 「三幅」 とは,「紹興御府書画式』
では単に本紙分類上の枚数の順番と理解 してよい。 このような分類法 は,そ の後,元 の成宗
(1295-1307)が約646点の宮廷収蔵品を杭州にて再表装 した記録である 「元代画塑記』におい
て も踏襲されているのがわかる。
【表A】 「紹興御府書画式』の 「諸画装褫尺寸定式」による 「諸画装褫尺寸定式」が記 され
た 「小全幅」と 「双幅」では,特徴として他にない形式が 「上椥 と 「下 」 とある。 これは
中縁の上下にもう一枚表具裂を付けることと理解できる。この新 しい表具形式は,唐絵 と共に
鎌倉時代に伝来し,足利将軍家における 「御絵三幅対」の脇絵の三段表具の原型になったと思
われる。一方,「諸画装褫尺寸定式」にもあった 「三幅」 という表具形式は,三 幅とも同じ形
式である。 しかし,足利将軍家における 「御絵三幅対」のような本尊が仏表具,両 脇が三段表
具の組み合わせは中国にはなかったことが指摘できる。
【表B】 『紹興御府書画式』による中国宋時代の表具には,金襴を表具裂 として用いる例は
なかった。 しかし,足利将軍家の 「観音猿鶴図」のような總金襴表具は,東洋の表具史の上で
は唯一の例 というわけではない。金というのは権力の象徴である。そのような政治的な機能性
を持っている金を使用 した表具裂の表装は,中 国および韓国にその例が見 られる。
一例 として,中 国北宋徽宗大観年間(1107-1110)に規定された 「告身」の品秩及び表具形
式があげ られる26。その中では,銷金綾と羅等織物が使われている 【表C「 宋史』告身】。告
身 とは位記,す なわち叙位の旨を記 して皇帝か ら授与する文書である。表具形式の特徴は,与
える官職の等級によって,金 の有無,そ して色別 した綾 による枚数に差をつけることにある。
こうした告身の位記制度は,明 時代に も続 いていた。 明時代の告身表具形式は,明 太祖
(1368-1398)の洪武六年(1373),吐蕃(現 在のチベ ット)王への告身からみることができる
【図18】。明時代における告身表具の本紙は,宋 時代のような金で加工 した織物ではなく,金
に見える云竜紋緞子に替わったが,決 して金の使用がな くなったということではない。告身と
共 に贈った金襴は,古来,金 で加工 した表具裂を持ち,政治的な機能性に繋がれると思われる。
中国の金襴 はチベットで仏画の表具裂として使われてきたものである。 日本でも,足利将軍家
において御絵三幅対の表具裂として座敷飾 りに用いられたものは,鎌倉時代はじめに中国から
伝来 した金襴であった。 日本においても同様に,中 国か ら齎たされた金で作 った織物が宗教や
政治の儀礼に荘厳する視覚装置とな り,権威を視覚化する重要な手段となっていたとみてよい
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だろう。
一旦中断 した日本 と中国の公的な関係を再開 した義満は,自身を太上天皇 とし,また其子義
嗣を天子に取 り立てようと企てていた。また,明 国の国書(告 身),日本国王の印章と冠服な
どをもうけている。彼は大明国皇帝によって 日本国王に封ぜ られた。明国との外交において,
彼は中国の政治文化を学んだことは疑いない。足利将軍家において,告身表具が持つ政治的な
機能性は十分認識 していたのではないかと思われる。
もう一つの例 として,韓 国15世紀の朝鮮世宗(1418-50)以来の宮中朝会宴饗の唐樂呈才舞
に用いられている 「簇子」表装 【表D】 があげられる27。この表装では印金が用いられている。
「簇子」 とは,唐樂呈才舞を行 う際に使われる儀物(舞 儀の飾物)の 掛軸である28。掛軸上部
の白綾には舞曲名が書かれ,本紙には舞曲内容が記されている。この樂舞は古 く中国から伝わっ
た唐樂であり,内容は 「夢金尺。受宝鐐。観天庭。苛皇恩。賀聖明。聖澤。文徳曲。」など朝
鮮太祖の創業の功徳を反映 して儒教的な教理に立脚 した理想的な善政思想が強 く表明されてい
る。朝廷内外の者が王権への服属 と忠誠を誓 うために使用されたものであり,強力な政治的機
能を果た していた儀礼の際に用いられた重要な視覚化装置である。
「簇子」表装は,唐 時代の舞儀の飾物として朝鮮に伝え られたものである。形式自身は宋時
代の表具形式からなった三段表具よりも古い形を残 していると思われる。牧渓 「観音猿鶴図」
の表具形式において,真 中の仏画表具は 「簇子」の表具形式と類似 していることは特に注目さ
れる。古来東アジアにおける表具は,宮廷を中心にした政治や宗教などの儀礼に欠かせない装
置であった。つまり,表具その ものは単に絵画の飾 りとしての意味をもつだけではなく,儀礼
を通 して政治や宗教的な機能性を働かせるメディアなのである。
以上をまとあると,従来,三 幅対の表具形式で展示する方法は日本独自の ものと定説 される
が29,中国の 『紹興御府書画式』において 「三幅」が既に表具分類の一つであったことが明ら
かである。 しかし,「御絵三幅対」の表具形式は,単 に渡来 した中国絵画を 「奇数の三幅」で
飾 ったというよりも,足利将軍家が独創 した中国と全 く異なる意義をもつ三幅対であると考え
られ る。それを最 も明瞭に表すのが,「御絵三幅対」の表装の方法である。つまり,中国宋時
代における最新の表具形式に東アジア古代から金を使 った表具によって政治的な機能性が組み
合わされたものとみてよいだろう。
三 「御絵三幅対」の表具が持つ意味
足利将軍家における 「御絵三幅対」が 「御成」の行事に座敷飾りとして使われている点に注
目したい。
足利将軍家の御成は,将軍家が他家としての大名たちを訪問する際,そ の家に伝わる什宝を
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もって室内を飾 り,威儀を正 して将軍を迎えることを指す3°。他家の大名たちはその宿所 に将
軍が渡御するのを無上の光栄に思 っていた。足利義満の代は室町幕府の最盛期を迎えていたと
しても,強大化する守護勢力を抑圧す るため,足利一族を中心とする体制の強化を図るため,
大名統制策の一環として守護大名が京都集住 し,将軍に随近奉仕 したのであった。御成は,将
軍権威の誇示を狙う行事であったといえる。足利将軍家の御成体制は,義満のころにほぼ確立
され,義 満以後,幕 政の年中行事化 と共に御成 も一種の年中行事となった31。こうした足利将
軍家の権力のあり方は,室町武家文化の特徴であり,将軍御成の意味を理解するうえで欠かせ
ない前提でもある。足利将軍家は 「御成」を用いて幕府の将軍権威を誇示 し,擁護する手段 と
して実権を強化 したことがうかがい知れる。
ここで,足 利将軍家の御成における 「御絵三幅対」の具体例について見てみることにしたい。
足利将軍家の御成の記録をみると,次のような分類ができる。
一 天皇が将軍邸へ行幸 したもの。足利将軍家の 「御絵三幅対」が始めて記録に現れるのは,
応永十五年(1408)三月に義満が後小松天皇を北山殿にお迎えした時の記録 『北山殿行
幸記』である。続いて,前述 した 「北山殿行幸」にも比すべき盛大な行事である,永享九
年(1437)十月,後 花園天皇が義教の邸 「室町殿」へ行幸 された時の室礼の記録である
『室町殿行幸御餝記』(徳川美術館蔵)に も見える。
二 将軍が大名邸へ訪問 した もの。永享二年(1432)三月,義 教が醍醐で花見を催 した際,
会所の飾 り付けを行なった折の記録である 「醍醐寺金剛輪印御会所御飾注文』にも挙げら
れる。
三 将軍邸の日常的な座敷飾 りの実例記録。義政の邸であった小河御所と東山殿の御飾の次
第,器 物の記録である 「小河御所並東山殿飾記図』(大永三年,1523)に「御絵三幅対」
の表具形式が記されている。記録 した相阿弥によると,この飾 り記は応仁の乱前後におけ
る小河御所や東山殿の室礼について思い出すままに書き上げたものという。
このような分類に応 じて,御成における座敷飾りでの 「御絵三幅対」 という座敷飾 りの方法
も三期に分けて考えることできよう。第一期は,義 満の代である。 この時期には,武家の 「室
礼」に新 しい様式の確立を図ったと考えられる。宗教(浄土宗,禅 宗)の 影響が直接に強 く武
家典礼に も投影され,荘厳 ・華麗な宗教的な雰囲気を強調 した飾 りつけが行われた。第二期は,
義教の代である。既に義満期より 「御成」の規式化が進められたことから武家故実を重ん じな
がら 「御成」の新しい様式の成立を求めて,新 しい美意識を持つ飾りつけが行われた。第三期
は,義 政の代である。 この時期の飾 りつけは,規式としての将軍家の室礼様式を,いかに正確
に守って飾 り付けられているかが認められる32。
以上,足 利将軍家の 「御成」と座敷飾 りの展開を見ると,本論の中心 とする牧溪の 「観音猿
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鶴図」にみられる 「御絵三幅一対」 という表具形式には,二つの意味があげられる。
一つめには,「観音猿鶴図」の表具形式で,中 幅 「仏画表具」に脇絵 として 「三段表具」を
配するような表具は,当時,禅林において中国絵画に関する重要な情報源であった 『図絵宝鑑』
に収録されていた宋時代における御府の表具形式を導入することによって,一層高められた新
しい室礼方法が施 されていることである。このような全 く新 しい 「御絵三幅対」の表具の組み
合わせ方こそ,足 利将軍家がいまだ鎌倉以来の唐絵 ・唐物所持の風潮の中にあった公家 ・武家
上層社会の観客に見せたかったものであった。足利将軍家は,天皇および都の貴族たちに対 し
て,中国最新の情報を発信することによって,自 分たちが文化的な主導権,社 会的な優位性を
持つ ことを誇示 しようとしたのであった。
二つめには,東 アジアにおいて古来より見 られる,国書叙位の 「告身」や儀礼樂舞の 「簇子」
などに用いられた金を使 った表具は,儀 礼や芸能を通 じて朝廷内外の者が交流する場所で,
「権威」という政治的な機能を演出す るための装置 として強力に機能 していたことである。古
代から東アジアにおける国際秩序を規定 したのは,い わゆる中国を中心 とする周辺国の朝貢 ・
進奉体制であった。すなわち,自国の土産物を進献 し,その見返りとして中国製品を下賜して
もらうという国家間貿易が主な内容であった。この朝貢 ・進奉体制に関わる儀式は,王権を高
めるため政治的色彩が強 く反映されている33。大明国皇帝によって,日本国王に封ぜられた義
満は自分を太上天皇と称 し,日本国王の印章 と冠服をもうけ,さ らに其子義嗣を天子に取 り立
てようと企てていたのである。そうした雰囲気のなかで北山殿には紫宸殿までも用意されてい
た。紫宸殿とは,天皇の内裏中の正殿であり,即位式をはじめ朝賀 ・節会など大小公式の儀場
であり,また官位秩序 ・外交など天皇権に関係す る儀礼の開催場所でもある。その北山殿に室
礼された 「観音猿鶴図」のような總金襴表具をなした御絵三幅対は,視覚化を強 く意識 した服
属儀礼のなかにおいて,権 力誇示の最 も重要な象徴になっていたのである。
終わ りに
足利将軍家における御絵三幅対の表具は,表具形式から見ると,本尊が従来の仏表具であり
両脇が最新の三段表具であるという新旧融合の形式 と総金襴の形式は,日本の中世だけではな
く中国および韓国での表具史の研究においても,「御絵三幅対」 は重要な転換期に位置す る表
具であるといえる。機能性か ら見ると,宗教的,鑑賞的なもの以外に政治的な機能を持ってい
たことに注意 しなければならない。御成によって足利将軍家の殿舎内における飾 り付けの様式
が,各大名家においても規式として重視される。その中 「小川御所並東山御飾記』は,各大名
家の邸宅を唐絵 ・唐物で飾るのに際 し,用いられた 「御飾の規式書」と見 られる。御成の座敷
飾り様式は,御成の行事そのものと共に,豊 臣秀吉 ・徳川将軍家へと承け継がれて行 く。義満
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がその王権強化策において文化の主導権を持つことができたからこそ,足利将軍家の 「御飾書』
に規式された 「御絵三幅対」は,後世の書院座敷飾 りの根拠となることが可能になったのであ
る。
【図2】 「三段表異」 【図3】 「文人表具」
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「五 百羅漢 図」
(淳熙五年 ・1178・大徳寺)
【図8】伝任仁発筆 「琴棋書画図」
(13世紀 ・東京国立博物館)
【図9】 牧渓 「観音猿鶴図」(13世紀 ・京都大徳寺)
【図10】『小河御所井東山殿御餝 記』(大永三年 ・1523・徳川美術館〉
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【図11】『年中行事絵巻』
(住吉本 ・東京田中家蔵)
【図12】『餓鬼草紙』曹源寺本第二段
(12世紀末 ・京都国立博物館)
【図13】『鳥獣戯画』丁巻
(13世紀前半 。京都高山寺)
【図14】「法然上人絵伝」
(14世紀前 ・京都知恩院)
【図15】「慕帰絵」第五巻
(観応二年 ・1351・京都西 本願寺)
【図16】「祭礼草紙」
(15世紀 ・財団法人前田
育徳会尊経閣文庫)
【図17】「酒飯論」
(1520年代 ・九州 国立博物館蔵)
【図18】明太祖から吐蕃王嬲思公失監への告身(洪 武六年1373・西蔵自治区档案館)
【表A】 『紹興御府書画式』の 「諸画装娠尺寸定式」
表装形式 上引首 下引首
上褄 ぐ國
(除打厭竹)
下懐 ぐ一
(除上軸桿) 経帯
大整幅 3寸 2寸
小全幅 2寸7分 1寸9分 淨1尺6寸5分淨7寸 4分
一幅半 3寸6分 2寸6分 8分
双幅 4寸 2寸7分 淨1尺6寸8分 淨7寸3分
両幅半 4寸2分 2寸9分 1寸2分
三幅 く圏 4寸4分 3寸1分 1寸3分
四幅 4寸8分 3寸3分 1寸5分
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【表B】r紹興御府書画式亅
分
頬収蔵品 徹 里(見返し・總裏) 引首 s 軸 木杆 厘
霽
跡
出等真迹法書.
両漢、三国.二 王,六朝,晴.唐
君臣墨迹.
克綜作矮台錦 匸襟1 青緑漣文錦毘 大薑牙云鷺臼綾
引首
高麗紙皹 出等
白土礦龍簿頂轄
(或碾莅}
壇呑オ{拝鐘匣盛
上中下等唐頁迹 紅霞云鴛錦俵 碧鷺綾早 白鴛綾引首 高麗紙照
臼至軸
〔上等用簪頂.
腱用可三等) 檀呑木杯
次等晋.唐頁迹. 紫鷺鵠錦醸 磬鴛綾里 白鷺綾引首 後紙照 次等白土軸
鈎摸六朝真迹. 青楼台錦俵 碧鸞綾里 白鷺綾引首 高麗紙 畩) 白玉軸
御府臨書
六朝.義.献 、唐人法帖井雑詩賦
馨(内f寶 世売鈎椹者}
球路錦,納 錦,柿紅亀背錦,
紫百花龍錦.早鷺綾等
〔納錦猿) 磐鴛綾里 白鷺綾引首 儲紙圃
土軸或瑪瑙軸
碼瑙轅)
五代.本 朝臣下臨帖真迹「 孕鷺綾醸 碧鸞綾里 白臂綾・na 夾背喬紙霞 圭軸或覇瑙軸
米吊臨晋.唐雑書上等. 紫鷺鵠錦俵(馴 紫駝尼里 階光紙駁 次等譽頂上軸
蘇.黄.米 菷,薛紹彭、蔡喪等
雑詩.賦.書 簡真癒 早鷺綾俵 白鴛綾引首 夾背鷁紙照 象牙軸
米帝寄雑文.簡積. 皐鴛綾斌 碧鸞綾里 白鷺綾引首 躍紙(馴 象牙軸
笛世元鈎摸下等諸法帖. 早木錦殲 璃瑙軸或牙軸
絵
画 六朝名面横巻. 克絲作楼台錦俵
青繰簟文錦迄
(次等用碧鴛綾畢) 白鸞綾引首 高麗紙照 上等土軸 腹香軸杯
六朝名画掛軸. 早鴦綾上下懐
碧鴛綾托俵
(全幅} 白駕綾引首 鷁紙體 土軸或覇瑙軸
唐、五代画横巻(梟 朝塩画剛 、
(内下等井誉本, 曲木紫錦俵〔皐俵) 碧鶯綾擘 白驚綾引首 〔雑色蜘
唐.五代.皇朝等名画掛轅.
同六朝装褫 帖頭礎取旨. 皐鸞綾上下懐
碧鷺綾托俵
(全幅1 白鷺綾引首 饅紙贖 二E軸或瑪瑙軸
蘇軾,文 予可雑画. 早大花綾俵 碧花綾里 黄白綾双y16" 烏居或瑪瑙軸
米蒂雑画横軸. 皐鸞綾俵 碧鷺綾里 白鷺綾引首 臼至軸或瑪瑙轆
僧梵隆雑画横軸. 樗蒲鑑俵 碧鷺綾里 白鷺綾引首 瑪瑙軸
【表C】 『宋史」告身
品秩(種、等) 官告本紙 枚数 軸首 表装と包み袋 帯 网子 鎔(包み袋用金具)
凡文武官 、
綾紙 五種 、
分十二等
色背銷金花綾紙二等 一等十八張 滴粉縷金花大犀軸 八荅暈錦績婚 色帯
一等十七張 滴粉級金花中犀軸 天下樂錦綾(婚) 色帯
自背五色綾紙二等 一等十七張 滴粉縷金花玳瑁軸 翆毛獅子錦俵蹈 色帯
一等十七張 (滴粉綾金花)玳瑁軸 〔八荅)暈錦績婚 色帯
大綾紙四等 一等}五 張 両面撥花穣草大牙軸 〔八剳 量錦械(稻) 色帯
一等十二張 両面花細牙軸 法錦績 色帯
.一等十一張 撥花常使大牙軸 法錦懐 色帯
一等八張 大牙軸 盤球錦俵 色帯
中綾紙二等 一等七張 中牙軸 中錦棲 青帯
一等六張 中牙軸 中錦俵 青帯
小綾紙二等 一等五張 角軸 黄花錦俵 青帯
一等五張 次等角軸 黄花錦俵 青帯
凡宮掖至外命婦、
羅紙二種、分十等
遍地銷金龍五色羅紙二等 一等十八張 滴粉纏金花大犀軸 両面錆金云鳳俵(縉) 帯 紅絲w子 金廉鈑花淦粉踏
..・等十七張 滴粉縷金花中犀軸 両面銷金云鳳俵(韜) 帯 紅絲网子 金様鍛花徐粉鎔
遍地銷金鳳子五色羅紙二等一等十五張 滴粉縷金云鳳玳瑁軸 両面錆金鳳子俵〔鞣}) 帯 紅絲iw子金徐銀粉鎔
一等十一張 滴粉(糊金云鳳玳瑁軸 銷金盤鳳俵(欟 帯 紅絲网子 金徐銀粉踏
銷金団寞花五色羅紙二等 一等 卜八張 滴粉縷金葵花玳瑁(俵)軸 八荅最錦懐稻 色帯 紫絲网子 銀粉鏑
一等八張 滴粉綾金梔子花玳瑁軸 翆色(毛)獅子錦俵縉 色帯 紫綜网子 銀粉鏑
銷金大花五色羅紙一等 (一等)七張 滴粉綴金玳瑁軸 云雁錦俵韜 色帯 紫絲网子 銀粉踏
金花五色羅紙一等 (一等)七張 (滴粉)綾金玳瑁軸 法錦俵糟 色帯 紫絲网子 銀粉鎔
五色素羅紙一等 (一等〕七張 大牙軸 (法〉錦俵韜 色帯 紫綜网子 銀粉踏
凡内外軍校封贈、
綾紙三種.分四等
大綾紙二等 一等七張 大牙軸 法錦俵〔輻) 青帯
.一・等七張 大牙軸 大錦俵(稻) 青帯
中綾紙一等 〔一等〕五張 中牙軸 中錦俵〔働 青帯
小綾紙一等 f一等)五張 次等角軸 黄花鏥俵 青帯
凡封蛮夷酋長及蕃
耳 紡紙一種 各一斃
五色銷金花綾紙一等 〔一等)十八張 滴粉縷金牡丹花玳瑁軸 翆色(毛1獅子錦俵、法錦牾 色帯 紫絲附子 銀粉鎔
中綾紙一等 〔一等)七張 中牙軸 法錦懐〔婚) 青帯
【表D】 「簇子」
…1表 装名称
材質 寸法
鑼 韈 。子 簇子用生納 生稍 一一尺六寸=分 (廣)九寸四分並布帛尺
欝攤欝. 上下以紅自綾連粧(紅綾印金花紋) 紅綾 (上}七寸二分(ド}」寸六分 自綾 (上)二寸四分〔下)一 寸=分
邊児(筋) 邊児用紫納
後楕{總裏) 後請用紅鮹
薦モ.
・露 稱
灘難
三難
1鐶
:.1}
㎜ 細慮賻 黜 　...
軸用玉或
華梨烏梅 軸径 七分
爨 鑞 ・・自在・ 竿以木為之
1韈覊 金具,
朱漆竿上有鉤
簇上左右有環
.鎌鑼鑿鎌.轢流蘇 環下有自綾流蘇
灘撚.譲蠍..鰻攤靆鑛 鑞・惚淵 以緑絛纓掛於鉤
鐡鑼謹鼕變 麒 環外両邊各有小環結子 垂色絲結子
110
〔付記〕
本稿は,平 成十六年度笹川科学研究助成 平成十七年度メ トロポリタン東洋美術研究セ ンター
研究助成及 び中華民国九十三年度 蒋經 國國際學術交 流基金會亞太地區博士論文奨学金 による研
究成 果の一部 です。
註
1日 本の表具史に関して研究は多 くないですが,こ こでとりあげる表具史の研究は,下 記のものに参照
して ください。山本元 『榱具の栞』(芸丱堂1920),樋口光男 「表装雑記」『史邊』創刊号(1978),古
賀健蔵監修 『表装大鑑 ・資料』(柳原書店1987),宇佐美直八 「京表具のすすめ』(法蔵館1991),吉岡
明美 「茶会記にみる表装」「金欄 ・緞子一 茶席の名品を引き立てる織物』(東京根津美術館,2000)
頁35-48。
2中 世足利将軍家における 「御物」の概念については奥田直栄 「東山御物」『東山御物』(徳川美術館,
1976)頁105-108,谷信一 「樞府 ・御府御物論」上 「御物集成』巻一(京 都:淡 交社,1972)頁200-
224,谷信一 「樞府 ・御府御物論」下 『御物集成』巻二(京 都:淡交社,1972)頁218-242,に参照。
3中 世足利将軍家における 「御絵三幅対」の組み合わせについては衛藤駿 「雑華室印」印記ある画蹟に
ついて 『東山御物』(徳川美術館,1976)頁125-134,佐藤豊三 「『室町殿行幸御飾記』と雑華室印」
『東山御物』(徳川美術館,1976)頁109-124,に詳 しい。
4仏 画の 「三尊像」については,高 田修 「仏画の種々相」『原色日本の美術7仏 画』(東京:小 学館,
1969)頁176-204,に参照。
5中 世に於ける中国絵画の鑑賞については,谷 信一 「牧渓画誌一 中世に於ける支那画の鑑賞の一節
一 」『美術研究』第四十三号(1935:7)頁1-11,谷信一 「室町時代唐絵論 一 中世に於ける支那画
の鑑賞の一節 一 」「美術研究』第五十二号(1936:4)頁1-12,田中豊 「牧溪閑話」「中国美術史の
研究』(東京:二 玄社,1970)頁243-262,に参照。
6『 在外日本美術の修復一 絵画』(東京:中 央公論社,1995),に参照。この本は日本の文化庁にも関
われた国際協力事業の報告書である。近年では,日本の表具に関して紹介する書の中で最 も代表的な一冊と思われる。
7表 装三体については以下を参照。山本元 『榱具の栞』(芸丱堂1920)頁32-38,古賀健蔵監修 『表装大
鑑 ・資料』(柳原書店1987)頁8-9。
8山 本元 『榱具の栞』(芸丱堂1920),参照。
9同 朋衆については,村 井康彦 『武家文化と同朋衆』(三一書房,1991),に詳 しい。
10山 本元 『榱具の栞』(芸丱堂,1920)頁32-38。
11中 国から伝来した表具形式の分期については同註1。
12こ の絵は,南宋の淳熙五年(1178)頃,浙江寧波(明 州)惠安院の僧,義 紹が周季常林庭珪に描かせ,
同院に収められたものであった。
13谷 信一 「牧渓画誌 一 中世に於ける支那画の鑑賞の一節一 」『美術研究』第四十三号(1935:7)頁
1-11。佐藤豊三 「新発見の 「雑華室印」印記のある画幅と 「牧渓猿猴図」の受容の背景」『金鯱叢書
第五輯』(名古屋:徳 川黎明会,1978)頁600-633。
14谷 信一 「御物御画目録」『美術研究』第五十八号(1936:10)頁21-29。
15挿 画は根津美術館 ・徳川美術館編 「東山御物 一 『雑華室印』に関する新史料を中心に』(1976)図
版44参照。
16根 津美術館 ・徳川美術館編 『東山御物一 『雑華室印』に関する新史料を中心に』(1976)頁171。
17小 松茂美 『法人上人絵伝上,中,下 』続日本絵巻大成(中 央公論社1981)
18真 保亨 『慕帰絵詞』日本の美術187,至文堂1981
19泉 万里 「祭礼草紙考」『日本美術史の水脈』(ぺりかん社1993)
201520年代の初期であることは並木誠士 「酒飯論絵巻と狩野元信」『美術史』(美術史学会学会誌137号,
平成6年9月)に 参見。
21『 図書集成新編』第53巻,頁313。
22中 村秀男 「「御物御画目録」の撰者能阿弥に関する一考察」『東京博物館紀要』第11号(1975)。
23谷 信一 「御物御画目録」『美術研究』第五十八号(1936)。
24同 註23。
25同 註23。
26『 宋史』一六三巻 「職官志 ・吏部 ・官告院」
27『 樂学軌範』参見国立国樂研究院主編 『韓国音楽学学術叢刊5』(ソウル:国立国樂研究院2000)所
収。
28唐 樂呈才舞にいついて田辺尚雄 『中国 ・朝鮮音楽調査紀行』(東京:音楽之友社,1970)参照。
29中 村秀男 「「御物御画目録」の撰者能阿弥に関する一考察」『東京博物館紀要』第11号(1975)頁180。
30足 利将軍家の 「御成」については,佐藤豊三 「将軍家 厂御成」について(一)室 町将軍家の御成」
『金鯱叢書 創刊号』(名古屋:徳川黎明会,1974)頁457-470,に詳しい。
31足 利義満の大名統制策について村井康彦 『武家文化 と同朋衆』(三一書房,1991),に参照。
32足 利将軍家の 「御成」 について,佐 藤豊三 「将軍家 「御成」について(一)」『金鯱叢書」創刊号
(1974:3)頁457-470。
33朝 貢 ・進奉体制については,李領 「中世前期の日本 と高m進 奉関係を中心として一 」『倭寇と
日麗関係史』(東京大学出版社1999)頁43-83,に参照。
ii1
